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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 2018年１月１日
至 2018年６月30日

自 2019年１月１日
至 2019年６月30日

自 2018年１月１日
至 2018年12月31日

売上高 (千円) 6,834,947 7,701,292 16,833,401

経常利益 (千円) 745,189 750,516 1,642,983

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 434,773 473,423 1,006,578

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 434,773 473,423 1,006,578

純資産額 (千円) 8,315,455 9,203,730 8,907,705

総資産額 (千円) 18,344,941 16,802,110 16,777,118

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 51.82 56.04 119.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 51.56 55.94 119.17

自己資本比率 (％) 45.3 54.8 53.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,495,573 △286,517 1,616,505

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △28,763 △27,906 △63,662

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 816,215 △446,302 △1,494,800

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,699,259 2,704,697 3,465,424
 

　

回次
第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 51.41 69.29
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連

結会計年度との比較・分析を行っております。

 
財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高7,701百万円（前年同期比12.7％増）となり、営業利益790百万

円（前年同期比3.3％減）、経常利益750百万円（前年同期比0.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益473百

万円（前年同期比8.9％増）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

①　不動産販売事業　

不動産販売事業の売上高は6,972百万円（前年同期比6.0％増）となり、セグメント利益は1,360百万円（前年

同期比3.2％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間における販売実績及び仕入実績は次のとおりであります。

 
ⅰ 販売実績

区分 件数 前年同期比(％) 売上高(百万円) 前年同期比(％)

底地 172 ＋19.4 2,632 △11.1

居抜き 26 △3.7 4,008 ＋116.7

所有権 3 △76.9 116 △92.5

その他の不動産販売事業 － － 214 △3.0

合計 201 ＋9.2 6,972 ＋6.0
 

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間取引については相殺消去しております。

３．「件数」については、売買契約の件数を記載しております。

４．底地・居抜き・所有権の「区分」については、仕入時の区分により記載しております。仕入後に権

利調整により底地から所有権に変わった区画等に関しては、仕入時の区分に基づき底地に含めて記

載しております。また、底地・居抜き・所有権が混在する物件については、底地を含む物件は「底

地」に、居抜きと所有権のみが混在する物件は「居抜き」に含めて記載しております。

５．「その他の不動産販売事業」は、地代家賃収入、仲介手数料による収入、業務受託手数料収入等で

あります。

 
販売におきましては、底地及び所有権の販売は減少いたしましたが、居抜きは、下期に販売を予定していた大

型物件の販売が、上期に前倒しとなったことにより増加し、売上高は前年同期比で増加いたしました。

EDINET提出書類

株式会社サンセイランディック(E26086)

四半期報告書

 3/20



 

ⅱ 仕入実績

区分 区画数 前年同期比(％) 仕入高(百万円) 前年同期比(％)

底地 200 △37.1 1,723 △46.1

居抜き 46 ＋39.4 2,739 △5.4

所有権 7 ＋40.0 844 ＋108.1

合計 253 △28.9 5,307 △18.3
 

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．「区画数」については、底地の場合は借地権者の人数など、物件の仕入時に想定される販売区画の

数量を記載しております。

３．底地・居抜き・所有権が混在する物件の「区分」については、底地を含む物件は「底地」に、居抜

きと所有権のみが混在する物件は「居抜き」に含めて記載しております。

 
仕入におきましては、居抜き及び所有権の仕入は順調に推移いたしましたが、底地は、前年同期に大型物件の

仕入があったことにより減少し、仕入高は前年同期比で減少いたしました。

 
②　建築事業　

建築事業の売上高は729百万円（前年同期比182.6％増）となり、セグメント損失は73百万円（前年同期は111

百万円のセグメント損失）となりました。

当第２四半期連結累計期間における販売実績及び受注実績は次のとおりであります。

 
ⅰ 販売実績

件数 前年同期比(％) 売上高(百万円) 前年同期比(％)

73 ＋37.7 729 ＋182.6
 

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間取引については相殺消去しております。

３．「件数」については、受注契約の件数を記載しております。

４．「件数」・「売上高」につきましては、リフォーム工事・改築工事等の件数・金額を含んでおりま

す。

 
販売におきましては、売上高は前年同期比で大幅に増加し、ほぼ計画通り進捗いたしました。

 
ⅱ 受注実績

受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

1,365 ＋175.7 1,256 ＋236.1
 

（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間取引については相殺消去しております。

３．上記の金額は、販売価額により表示しております。

 
受注におきましては、消費増税前の駆け込み需要もあり、受注高、受注残高ともに大幅に増加いたしました。
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（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べ1百万円増加し、15,596百万円とな

りました。これは、主に現金及び預金の減少749百万円、販売用不動産の増加611百万円によるものであります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べ24百万円増加し、1,206百万円とな

りました。これは、主に有形固定資産の増加12百万円、投資その他の資産の増加10百万円によるものであります。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べ836百万円増加し、6,996百万円とな

りました。これは、主に短期借入金の増加770百万円によるものであります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べ1,107百万円減少し、602百万円とな

りました。これは、主に長期借入金の減少1,097百万円によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ296百万円増加し、9,203百万円となり

ました。これは、利益剰余金の増加296百万円によるものであります。

 

キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ760百万円減少し、2,704百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は286百万円（前年同期比1,209百万円減）となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益750百万円であり、支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額666百

万円、法人税等の支払額223百万円、その他の資産の増加額79百万円、仕入債務の減少額45百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は27百万円（前年同期比0百万円減）となりました。

収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入17百万円、差入保証金の回収による収入17百万円であり、支出の

主な内訳は、定期預金の預入による支出30百万円、有形固定資産の取得による支出21百万円、無形固定資産の取得

による支出11百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は446百万円（前年同期は816百万円の収入）となりました。

収入の内訳は、短期借入金の増加額770百万円、長期借入れによる収入142百万円であり、支出の主な内訳は、長

期借入金の返済による支出1,182百万円、配当金の支払額176百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,447,800 8,456,300
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、
権利関係に何ら限定のな
い当社の標準となる株式
であります。
なお、単元株式数は100
株であります。

計 8,447,800 8,456,300 ― ―
 

(注）１．2019年７月１日から2019年７月31日までの期間における発行済株式数の増加は、新株予約権の権利行使に

よるものであります。なお、「提出日現在発行数」欄には、2019年８月１日からこの四半期報告書提出日

までの新株予約権の権利行使により発行された株式数は、含まれておりません。

２．提出日現在の発行済株式のうち、133,800株は、現物出資（金銭報酬債権99,547千円）によるものであり

ます。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

  2019年４月１日～
  2019年６月30日

－ 8,447,800 － 810,973 － 771,973
 

 (注) 2019年７月１日から2019年７月31日までの間に、新株予約権の権利行使により、発行済株式総数が8,500株、　　

資本金が3,094千円及び資本準備金が3,094千円増加しております。
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(5) 【大株主の状況】

  2019年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

松﨑　隆司 東京都江東区 1,312,530 15.54

松浦　正二　 東京都小平市 462,700 5.48

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 442,300 5.24

小澤　順子 茨城県守谷市 365,800 4.33

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 179,900 2.13

菊池　由佳 茨城県守谷市 158,150 1.87

小澤　勇介 千葉県柏市 158,150 1.87

小澤　謙伍 茨城県守谷市 158,150 1.87

サンセイ従業員持株会 東京都千代田区丸の内二丁目５番１号 157,273 1.86

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口５）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 106,900 1.27

計 － 3,501,853 41.45
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

84,426

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社の標準となる株
式であります。なお、単元株式数は
100株であります。

8,442,600

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)に満たない株式
5,000

発行済株式総数 8,447,800 ― ―

総株主の議決権 ― 84,426 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式数には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サンセイラン
ディック

東京都千代田区丸の内二
丁目５番１号

200 ― 200 0.0

計 ― 200 ― 200 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年１月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,594,051 2,844,730

  売掛金 121,189 151,200

  販売用不動産 11,678,429 12,290,423

  未成工事支出金 10,678 64,297

  貯蔵品 2,032 2,996

  その他 203,470 256,082

  貸倒引当金 △14,966 △13,637

  流動資産合計 15,594,884 15,596,091

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸不動産 438,438 438,658

    減価償却累計額 △73,006 △76,739

    賃貸不動産（純額） 365,431 361,918

   その他 92,791 109,281

   有形固定資産合計 458,223 471,199

  無形固定資産 69,244 69,222

  投資その他の資産   

   その他 695,887 706,719

   貸倒引当金 △41,121 △41,121

   投資その他の資産合計 654,765 665,597

  固定資産合計 1,182,234 1,206,018

 資産合計 16,777,118 16,802,110

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 490,984 445,377

  短期借入金 4,589,383 5,360,015

  未払法人税等 244,246 299,556

  その他 834,931 891,294

  流動負債合計 6,159,546 6,996,243

 固定負債   

  長期借入金 1,319,800 222,300

  その他 390,066 379,836

  固定負債合計 1,709,866 602,136

 負債合計 7,869,412 7,598,380

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 810,973 810,973

  資本剰余金 771,973 771,973

  利益剰余金 7,320,439 7,616,464

  自己株式 △152 △152

  株主資本合計 8,903,234 9,199,259

 新株予約権 4,471 4,471

 純資産合計 8,907,705 9,203,730

負債純資産合計 16,777,118 16,802,110
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 6,834,947 7,701,292

売上原価 4,539,237 5,360,245

売上総利益 2,295,710 2,341,046

販売費及び一般管理費 ※  1,478,466 ※  1,550,622

営業利益 817,243 790,423

営業外収益   

 受取利息 60 100

 受取配当金 62 52

 違約金収入 ― 23,000

 業務受託料 3,435 3,626

 その他 3,440 5,565

 営業外収益合計 6,998 32,343

営業外費用   

 支払利息 61,389 51,011

 支払手数料 13,486 2,433

 その他 4,176 18,806

 営業外費用合計 79,052 72,250

経常利益 745,189 750,516

特別損失   

 投資有価証券評価損 50,999 ―

 特別損失合計 50,999 ―

税金等調整前四半期純利益 694,189 750,516

法人税等 259,415 277,092

四半期純利益 434,773 473,423

親会社株主に帰属する四半期純利益 434,773 473,423
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 434,773 473,423

その他の包括利益   

 その他の包括利益合計 ― ―

四半期包括利益 434,773 473,423

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 434,773 473,423

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 694,189 750,516

 減価償却費 26,788 25,290

 投資有価証券評価損益（△は益） 50,999 ―

 受取利息及び受取配当金 △122 △152

 支払利息 61,389 51,011

 営業外支払手数料 13,486 2,433

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 663 △1,329

 売上債権の増減額（△は増加） 43,352 △30,010

 たな卸資産の増減額（△は増加） △2,197,380 △666,577

 仕入債務の増減額（△は減少） △75,253 △45,606

 その他の資産の増減額（△は増加） △30,390 △79,905

 その他の負債の増減額（△は減少） 392,761 △17,293

 その他 0 1,361

 小計 △1,019,515 △10,262

 利息及び配当金の受取額 132 153

 利息の支払額 △62,573 △50,710

 営業外支払手数料の支払額 △13,486 △2,433

 法人税等の支払額 △400,131 △223,266

 法人税等の還付額 ― 1

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,495,573 △286,517

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △24,004 △30,805

 定期預金の払戻による収入 28,800 17,600

 有形固定資産の取得による支出 △21,491 △21,010

 有形固定資産の売却による収入 ― 161

 無形固定資産の取得による支出 △7,635 △11,652

 差入保証金の差入による支出 △4,451 △40

 差入保証金の回収による収入 19 17,841

 投資活動によるキャッシュ・フロー △28,763 △27,906

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △802,208 770,631

 長期借入れによる収入 1,824,300 142,500

 長期借入金の返済による支出 △60,905 △1,182,920

 社債の償還による支出 △20,000 ―

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 24,750 ―

 配当金の支払額 △149,721 △176,514

 財務活動によるキャッシュ・フロー 816,215 △446,302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △708,121 △760,727

現金及び現金同等物の期首残高 3,407,381 3,465,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,699,259 ※  2,704,697
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。　

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）及び「繰延税金資

産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　2018年２月16日）を第１四半期連結会計期

間の期首より適用しております。
 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

税金費用の計算方法 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 

 

（追加情報）

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

　※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年６月30日)

給与手当 366,251千円 419,587千円

退職給付費用 4,155千円 4,511千円

貸倒引当金繰入額 1,000千円 155千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年６月30日)

現金及び預金 2,838,186千円 2,844,730千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△138,927千円 △140,032千円

現金及び現金同等物 2,699,259千円 2,704,697千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月28日
定時株主総会

普通株式 150,427 18.00 2017年12月31日 2018年３月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月27日
定時株主総会

普通株式 177,398 21.00 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２不動産販売

事業
建築事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,576,972 257,974 6,834,947 － 6,834,947

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 20,696 20,696 △20,696 －

計 6,576,972 278,671 6,855,643 △20,696 6,834,947

セグメント利益又は損失(△) 1,406,458 △111,340 1,295,117 △477,874 817,243
 

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失(△)の調整額△477,874千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２不動産販売

事業
建築事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,972,178 729,114 7,701,292 － 7,701,292

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 12,252 12,252 △12,252 －

計 6,972,178 741,367 7,713,545 △12,252 7,701,292

セグメント利益又は損失(△) 1,360,779 △73,382 1,287,396 △496,973 790,423
 

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失(△)の調整額△496,973千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 51円82銭 56円04銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 434,773 473,423

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額(千円)

434,773 473,423

普通株式の期中平均株式数(株) 8,390,468 8,447,558

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 51円56銭 55円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 41,458 15,084

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

2016年２月12日開催の取
締役会決議に基づき、
2016年２月29日に発行し
た新株予約権

2,981個
（普通株式　298,100株）

―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

株式会社サンセイランディック

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 村　　松　　啓　　輔 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 橋　　本　　裕　　昭 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンセ

イランディックの2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年４月１日か

ら2019年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年１月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンセイランディック及び連結子会社の2019年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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